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〔は じめ に 〕

筆 者 は 、西 ドイ ツ ・ケル ン 大 学 で 二 度 海 外 研 修

の 機 会 を得 る こ とが で き 、 そ の 研 修 期 間 中 、 ケ

ル ン大 学 の 図 書 館 を利 用 した 。 西 ドイ ツ の 大 学

図 書 館(ケ ル ン大 学 の 場 合 を中 心 と して)の 特

異 性 に つ い て 述 べ た い と思 うの だ が 、 あ くま で

1人 の 図 書 館 利 用 者 と して 、 平 素 近 畿 大 学 の 図

書 館 を利 用 して い る者 の 立 場 か ら 、 若 干 興 味 の

あ る 点 に つ い て ふ れ て み る。

日本 の 大 学 図 書 館 は 西 ドイ ツ の そ れ とを比 べ

て 言 え る大 きな違 い は一 これ は 、 ヨー ロ ッパ の

大 学 図 書 館 全 体 に あ て は ま る こ とで あ る と思 う

が一 大 学 だ け の 図 書 館 で あ る か ど うか とい う こ

とで あ る 。 つ ま り、 大 学 の 図 書 館 は 、 そ の 大 学

に 所 属 す る者 の み が 利 用 す る もの で は な く、 そ

の 大学 の 所 在 地 に 住 む 市 民 全体 の た め に 設 置 さ

れ 、開 放 され て い る 。 この こ とは 、 と りわ け 私

立 大学 に学 び 、勤 務 す る我 々 に と って は 、特 異

な こ と と感 じ る 。 例 え て 言 え ば 、 大 阪 市や 府

の 図 書 館 と大 学 の 図書 館 が 一 つ に な っ た機 能 を

有 して い る よ うな もの で あ る。 西 ドイ ツ の 大 学

は ほ とん ど公 的 な もの で あ り、 また 、大 学 や 図

書 館 の 派 生 由 来 か ら考 え れ ば 、 当 然 な こ とで あ

る 。 ケ ル大 学 の 図 書 館 の 呼 称 は 、DieUniver-

sitats-undStadtbibliothekinKδln(ケ ル ン 大

学 お よび 市 図 書 館)と 表 わ され 、 そ の 利 用 者 は 、

ケ ル ン大 学 の学 生 ・教 職 員 、市 民 、単 科 大学(H

ochschule)の 学 生 ・教 職 員 お よ び 当 該 州 の 他

大 学 の 学 生 で あ る 。 この 単 科 大 学 とは 、工 業 、

音 楽 お よ び 体 育 な どの 大 学 を指 し、 ケ ル ン 市 の

場 合 、 ほ と ん ど ケ ル ン 大 学 の 近 郊 に 位 置 して

い る(も ち ろ ん 、 そ れ ぞ れ の 単 科 大 学 に も独 自

の 図 書 館 が 設 置 さ れ て い る)。市 民 もこの 図 書 館

を利 用 す る こ とが で き るの で あ る が 、 別 に 、 市

の 中 心 に 市 立 図 書 館 もあ る。 市 民 と して 大 学 図

書 館 を利 用 す る者 の 内 に は 、企 業 や 専 門家 も含

ま れ て い る。 また 、 ケ ル ン市 は 、 西 ドイ ツ の 中

で も大 都 市 とい わ れ 、 さ らに 、 ヨー ロ ッパ の交

通 の 中 枢 部 に 位 置 して い る こ とか ら、世 界 各 国

の文化会館がある。 もちろん、日本の文化会館

もあるのだが、これらの文化会館には、必ず図

書館(室)が 併設されてお り、市民に開放 されて

いる。それぞれの国の文化や政治等に興味を持

っている者達に重宝がられている。

図書館が、西 ドイツ人の生活の中に位置づけ

られ、常に、「利用者のため」に運営 されている。

例えば、図書館は、大学の業務が終了した後で

も、月曜 日か ら金曜 日まで午後9時 まで開館し、

大学や一般の会社は土曜日休みであるが、図書

館だけは平常通 りの業務(一 部については休み。)

が行なわれている。 もちろん、大学の休暇中で

も、図書館や研究所は常時開いてお り、利用者

の便宜 を図って くれる。また、図書館に、探 し

求めている資料がない時には、即、他の図書館

に問い合わせ をしてくれる、遠方借出しの制度

も充実 している。このことについては、後で く

わしくふれる。一般市民も大学図書館を利用す

るのであるか ら、彼らが仕事の休みである日、

あるいは、勤務の終了後に図書館 を利用できる

ような配慮がなされている。

〔大学の図書館と研究所〕

筆者が まず初めに注目したことは、研究所 と

図書館の並置である。筆者のような外国人が西

ドイツで研修生活に 入るにあたっては、大て

いの者は研究テーマ を特定 しているわけである

が、仮 りに、研究所(筆 者の場合、銀行法研究

所であったが)に 入れば、その研究所に研究テ

ーマの資料がほ とんど備っているということで

ある。銀行法研究所についてみれば、民法、商

法は もとより、公法私法すべての領域に関する

最少限度の文献がそろっている。 したがって、

我々研究す る者は、一つの研究所(そ の中に、

研究室や閲覧室がある。)で資料 を検索し、同時

に研究す ることができ、資料 を探すために時間

を費す必要はない。もし、研究所に必要な資料

がないときは、他の研究所に当該探 し求めてい

る資料の存否を尋ねることができる。そして、

いずれの研究所にも必要な文献がないll寺に、図

一6一



書館に出向 くということになる。 というのは、

各研究所に行けば、即時に探 している文献の有

無がわか り、その場で借 り出した り、あるいは、

コピーができるからである。大学図書館 とでも

いえよう。 しか し、図書館で文献 を探 し出すに

は、特に専門書であれば、一定の手続きを経な

ければならないので、最低2日 間という日数を

要する。事務処理がコンピューター化 されてい

るとはいえ、大量の書籍を管理するのであるか

ら、やは り人力が必要 であり、即 日借出しはで

きない。

他方、学生達は、これ らの研究所をどのよう

に利用 しているであろ うか。 まず、研究所のゼ

ミ生は、優先的にその研究所に所属する研究生

や助手の指導 を受けることができるので、平素

の学習にあた り随時研究所に出入している。も

ちろん、ゼ ミ生 でない一般学生 も、講義のない

時間帯に新聞や雑誌を読みに来た り、宿題の リ

ポー ト作成のために研究所を利用 している。学

生証等の身分証明書を呈示して、文献を借 り出

してコピーす ることも自由である。西 ドイツの

書籍代は、日本のそれ と比較したら非常に高い

ので、学生達は、教科書以外の参考書や雑誌類

については研究所や図書館に備えつけられてい

るコピーを利用する。学生は、随時研究所を利

用することができるのではあるが、研究所で探

し求めている資料 を入手できないときには、図

書館に出向 くことになる。 また、すべての研究

所が広い閲覧室を持っているわけではないので、

研究所で学習できない者は図書館 を利用する。

図書館の閲覧室に も、通常の学習に必要な文献

は開架式で管理 され、随時利用す ることができ

るようになっている。図書館の閲覧室はいっも

満席といわれるほど利用されている。

近年 、近畿大学でも多くの研究所が併設され

るようになってきたが、西 ドイツにおけるよう

な図書館機能を有するようなシステムに発展 し

て もらいたいものである。

〔利用手続〕

図書館 を利用する者は、図書館の定め る利用

規制および図書館に関するい くつかの法律に従

わねばならない。利用手続は、ほとん どコンピ

ューターで処理 されているが、まず、利用者は

利用カー ドを作成 しなければならない。

この利用カー ドの作成は無料であるが、通例 、

利用者を4つ に分け、ケルン大学の学生は白色

(ケル ン大学 図 書館)
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カー ド、ケルン大学の教職貝は黄色カー ド、一

般市民は緑色カー ドおよび単科大学生 ・教職員・

その他の大学の学生は青色カー ドである。ちな

みに、外国人である筆者は緑色カー ドであった。

ヵ一 ドには、登録番号、氏名およびコンピュー

ター処理記号が記載され、このカー ドによって

文献の貸出が行なわれる。 したがって、図書館

から本を借 り出そうとする者は必ずこのカー ド

を作成 しておかなければならない。このカー ド

を作成 しなくて も、閲覧室、情報センターおよ

び開架図書を利用することができる,こ れらの詳

細は、図書館利用焼則で定められている。-L記

の利用者以外で、特に規則中で許されている者

として、ケルン市に住所 を有する国の出先機関

地方公共団体および教会に属する者や その利用

目的が図書館の目的に合致 している自然人およ

び法人があげられている。

〔検索〕

利用者は、予め探 し求めている書名あるいは

著者名を知っていれば、近畿大学の図書館にお

けると同様、書名あるいは著者名のカタログで

それ を調べることができる。しか しながら、利

用者が 自分の研究テーマあるいは リポー ト作成

にあたって、一体全体どのような参考文献を必

要 とす るかどうかを知らない場合には、専門の

指導員が適切なア ドバイスをして くれるし、ま

た文献の検索を助けて くれる。特に、ある一つ

のテーマに関連 した参考資料のファイルが作成

され、随時追加されている。例えば、そのテー

マに関連 した書籍、論文、新聞記事等に発行、

年月日、掲載雑誌、国別に分類 されている。ま

た、外国文献についても、独語、英語、仏語等

による論文が、国別、分野別、年代別に整理 さ

れている。仮 りに、必要な文献が図書館にない

場合には、他大学の図書館に問い合わせをして、

コピー も取 り寄せ てくれる。このように検索が

スムーズに行なうことができることは、やはり

図書館の効率的利用の基礎である。利用者が図

書館に行けば、自分が探 している文献を入手で

きるとい う信頼感を育成することが図書館の任

務である。この点で取 り上げて強調できること

は、他大学 との情報交換が十分に行なわれてお

り、そのために、各大学の図書館が特定の分野

に関する文献を重点整備している。例えば、ピーレ

フ ェ ル トで は 数 学 、 ボ ブ ム で は地 球 諸 科 学 、 ケ

ル ン で は経 済 学 、社 会学 お よ び 英 文 学 、 ミュ ン

ス ター で は宗 教 学 、哲 学 、 ドイ ツ 学 お よ び 神 学 、

ア ーヘ ン で は機 械 工 学 、電 機 工 学 お よび 情 報工

学 な どの 文献 資 料 が 重 点 的 に 収 集 整 備 され て お

り、 利 用 者 は 図 書 館 に 備 え られ て い るそ れ らの

リス トを 見 て 、 そ れ ぞ れ の大 学 か ら必 要 な情 報

や 資 料 を得 る こ とが で き る 。 これ が遠 方借 出 シ

ス テ ム で あ る。

〔貸 出 ・返 却 〕

利 用 者 が 検 索 に よ り探 し出 した 文 献 を借 出 す

た め に は 、 図 書 館 に 備 え つ け られ て い る 川紙

に 必 要 事 項 を 記 入 す るの だ が 、 特 に 興 味 を感 じ

た の は 、 も し 当該 文 献 が 図 書 館 に な い場 合 に は 、

遠 方借 出 し を希 望 す る か ど うか を その 用 紙 に 記

入 す る こ とで あ る。 この 貸 出 申 込 用 紙 は検 索 室

に あ る受 付 ボ ッ クス に 入れ る と、 その 日か ら2

日目に 貸 出 カ ウ ン ター で 申 し込 ん だ 文 献 を借 り

受 け る こ とが で き る 。 こ こで は 、 す で に 利 用 手

続 の 初 め に 作 成 した コ ン ピ ュー ター 用 の カー ド

を提 出 しな け れ ば な らな い 。 借 出 しに あ た り、

利 用 者 の氏 名 と借lh文 献 名 が コ ン ピ ュー ター に

登 録 され 、 そ の 写 しが 利 用 老 に 渡 され る 。 貸 出

期 間 は 、 原 則 とし て4週 間 で あ り 、 そ の期 間 を

延 長 す る こ と も で き る 。 た だ し、 そ の 期 間 中 に 、

他 に 借 出 し を希 望 す る 者 が い れ ば 、 その 者 が4

週 間 後 に 優 先 的 に 借 り受 け る こ とが で き る の で

延 長 は 認 め ら れ な い 。 した が っ て 、 自分 が 探 し

い る 文 献 が す で に 貸 出 さ れ て い る場 合 に は 、 借

出 し を予 約 して お け ば 、優 先 的 に借 り受 け ら れ

る。 こ こで 、 お も し ろ い こ とに は 、期 間 を延 長

し な い で 、4週 間 の 貸 出期 間 を超 え て 借 出 した

書 籍 等 を返 却 しな い と き に は 、遅 滞 料 金 が 徴 収

され る 。例 え ば 、10日 間 で は2マ ル ク、20日 問

で は5マ ル ク、30日 以 上 では20マ ル ク とな っ て

お り、 こ れ は 法 律 で定 め られ て い る。 も ち ろん 、

借 出 した 書籍 を粉 失 あ る いは 殿損 した と きに も、

利 用 者 は一 定 の 手 数 料 を支 払 わ ね ば な らな い 。

他 に 利 用 者 が い な い 限 り 、一 定 の 手 続(期 間 延

長)を とれ ば 、 当該 資料 は 常 時 利 用 で きる とい

う こ と で あ る 。 これ は 、 図 書 の効 率 的 利 用 の1

つ の 方 法 で あ る 。 そ の た め に 、 コ ン ピ ュー ター

の導 入 で 、事 務 の 合 理 化 が 図 られ て い る の で あ

る 。
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返 却 に あ た っ て も、 返 却 した 旨 の コ ン ピ ュー

ター の 写 しが 利 用 者 に 手 渡 さ れ る。 後 日に 生 ず

るか も しれ な い 種 々 の 問 題 の た め 、 利 用 者 は こ

れ を証 拠 と して 保 管 す るわ け で あ る。

〔閲 覧 〕

図 書 館 の 閲 覧 室 は 、 誰 れ で も 日曜 日 を除 い て

随 時 利 用 で き る よ うに な っ て い るが 、現 在600

人分 の座 席 が 用 意 さ れ て い る 。 閲 覧 室 に は 開 架

図 書 が 備 え られ 、 あ らゆ る分 野 の 辞 典 、 ハ ン ド

ブ ッ ク、 雑 誌 等 が 閲 覧 に 供 され て い る 。 こ とに 、

閲 覧 室 に 隣接 す る 雑 誌 室 に は 、 約2200種 類 の 最

近 号 の 稚 誌 が 完 備 され て い る。 ま た 、 マ イ クロ

フ ィル ム に よ る 文 献収 集 もな され 、 こ れ を利 用

で きる し 、 コ ピ ー も可 能 で あ る。

す で に 述 べ た よ うに 、西 ドイ ツの 書 籍 代 金 は

日本 の そ れ と比 べ て 高 い 。 また 、 専 門 外 の 者が

学 習 す るた め の 手 引 書 あ る い は 基 本 書 の よ うな

もの を必 要 とす る 機 会 が 多い 。 その た め に 、大

学 の 講義 で 用 い られ て い る 教 科 書 、 参 考 書 お よ

び 入 門 書 こ ご と き書 籍 を も っぱ ら利 用 で き る閲

覧 室 が 別 に 設 け られ て い る 。 この 部 屋 で は 、図

書 が 専 門 分 野 に配 列 され 、現 在 お よ そ5800の 書

名 で 、53250冊 が 常 備 され 、 学 生 は 毎 月10冊 ま

で 借 り られ る こ とに な っ て い る。 こ の部 屋 の 書

籍 は 、4週 間 借 り受 け る こ と も で き るが 、他 の

学 生 の 利 用 を考 え 、期 間 の 延 長 は 許 る さ れ な い 。

〔デ ー ター バ ン ク の 利 用 〕

図 書 館 は 、遠 方 貸 出 しに よ り利 用 者 の 便 宜 を

図 っ て い るが 、 そ の 外 に 、現 在 西 ドイ ツ と ル ク

セ ン ブ ル クに 在 るデ ー ター バ ン ク とオ ン ラ イ ン

シ ステ ム を と っ て い る。 こ れ らの デ ー ター バ ン

クは 、 カー ル ス ル ー へ のINKAお よ びSIN、 ケ

ル ン のDIMDI、 ベ ル リンのdbi、 ミュ ンヘ ンの

GBI、 ボ ンのJURIS、 ル クセ ンブ ル クのECHO

で あ り、 図 書 館 と オ ン ラ イ ン化 され 、 そ れ ぞれ

の 専 門 分 野 別 の デ ー ター を収 集 し て い る。 この

オ ン ラ イ ン シ ス テ ム に よ1)、 利 用 者 は 時 間 を節

約 で き、 最 新 の 文 献 を知 りえ 、 さ ら に 、 文 献 予

約 注 文 の 文 献 リス トを直 ち に 入 手 す る こ とが で

き る。

〔お わ りに 〕

図 書 館 の 機 能 な い し 目的 は 、 いず れ の 国 に お

い て も同 じ で あ る 。 そ れ は 多 くの 利 用 者 に 効 率

的 に 利 用 され る こ とで あ る 。 そ の た め に 、 多 く

の 条 件 が 満 た され な けれ ば な ら な い で あ ろ う。

こ とに 、今 日で は 、事 務 処 理 が コン ピ ュー ター

に よ り合 理 化 され 、情 報 が 時 間 を節 約 して 、 利

用 者 に 供 され な け れ ば な らな い 。 図 書 館 の 事 務

処 理 の 便 宜 の た め に 、利 用 者 の 便 宜 が 後 退 す る

よ うで は 、図 書 館 の 機 能 は 果 され て い る とは い

え な い 。 こん な 考 え を常 に持 っ て い る ドイ ツ の

図 書 館 関 係 者 は 、 や は り、 独 自の 文 化 を大 切 に

す る ドイ ツ 人 の心 で あ ろ うか 。

近 畿 大 学 の 図書 館 も 、21世 紀 に 向 って 、 そ の

本 来 の 機 能 を果 す た め に 、学 生 ・教 職 員 の み な

らず らず 、 一 般 市民 に も広 く開 放 し、「利 用 者 の

ため の 」 知 的 生 活 の場 な い し源 泉 に な っ て も ら

い た い もの で あ る。
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